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Abstract: In recent years, the unauthorized use of manga images has posed a significant issue,

causing substantial harm due to the infringement of rights. This study aims to address the unau-

thorized reproduction of manga, specifically focusing on methods to identify manga pages based

on characters appearing within them. Our approach involved recognizing and extracting charac-

ter face regions as individual images, followed by character identification using machine learning

techniques for image classification. These results are significant for identifying manga pages, as

they enable the organization of characters’ appearances and their frequency throughout the manga

content.

1 はじめに
近年、著作権を無視した海賊版マンガサイトや最新
話マンガのスライド動画投稿が問題になっている。特
にここ数年では、マンガのページをそのまま転載した
ものだけでなく、著作権侵害を判定するAIを出し抜く
ために画像を意図的にずらしたり、一部分だけを切り
出して連続的に表示する形式で転載するものも出現し
ている。後者のような無断転載画像も著作権侵害であ
ると正しく認識するには、画像内のキャラクタ情報を
拾い集めて作者やタイトルを断定し、さらにその登場
順や登場頻度を整理することで巻数とページ数を特定
する必要がある。
海賊版マンガサイトおよびマンガ動画の無断投稿を
抑止するため、我々は今までマンガのページ画像から
マンガのタイトル・巻数・話数を推定する判別手法を
研究してきた [1]。ページ画像だけでなく、切り取った
一部分のマンガ画像からでも、切り抜き元マンガの情
報を機械的に抽出したい。マンガ原作を多数作成した
小池一夫氏が述べるように、マンガにおいて登場キャ
ラクタは非常に重要である [2]。我々は有名なマンガの
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キャラクタであれば、一目見ただけで、それが誰であ
るか識別できる。
そこで本論文では、マンガのページ画像からキャラ
クタの顔部分を検出して画像として取り出し、それら
のマンガの登場キャラクタ画像から、それがどのマン
ガの誰なのかを判定する手法を検討する。本稿ではま
ず用いたデータ、キャラクタ顔部分検出に適用した手法
および検出精度、顔画像からのキャラクタ判別に適用
した手法および検出精度の順に報告する。その後、こ
れらの手法を用いて実際に市販のマンガ内のキャラク
タについてキャラクタ判別を行うことができるのか検
証する。最後に、この手法がキャラクタ判別以外の情
報特定にも利用できるのかを検証する。

2 Manga109データセット
マンガページからのキャラクタ顔部分判別機と、キャ
ラクタ顔画像からのキャラクタ判別機を機械学習で作
成するためには、なるべく沢山の「マンガページ画像」
と登場する「キャラクタ顔画像」、その画像の「キャラ
クタ名」を持つデータを用意する必要がある。機械学習
用のデータとして、本研究ではManga109データセッ
トを用いた。Manga109は、日本漫画のメディア処理



表 1: Manga109の XML注釈数
項目 数値
巻数 109

ページ数 10602
注釈 10130
顔 118593
全身 157234
台詞 147887
コマ 103850

の学術研究使用のために、東京大学の相澤・山崎・松
井研究室によりとりまとめられたデータセットである
[4, 5]。Manga109は、日本のプロ漫画家により描かれ
て出版された 109作品（タイトル）について、1冊ず
つ選ばれた計 109冊のマンガ画像を保持する。109冊
のマンガは 1970年代～2010年代に出版された漫画で、
幅広い対象読者層やジャンルを網羅している。
画像に加え 1冊毎に作品のメタデータがあり、かつ
全ページ画像に注釈 (annotation)が付与されている。
メタデータには作品タイトル・作者名・出版社・出版年
に加え、登場する全キャラクタのリスト、各ページ（見
開き）のリストも含む。各ページの注釈は、登場キャ
ラクタの顔領域、キャラクタの全身領域、印字文字の
テキスト、手書き文字のテキスト、コマ枠の領域情報
を含む。メタデータと注釈は XML形式で記述されて
いる。アノテーションデータから欲しい対象物の座標
データを取得し、画像データから該当部を取り出すこ
とで任意のオブジェクトの切り抜き、保存が可能であ
る。表 1に注釈の統計を示す。

3 マンガページ画像からのキャラク
タ顔部分検出

この章では、マンガのページ画像から、そのページ
に登場するずべてのキャラクタの顔部分を検出するた
めの手法について検討する。

3.1 従来研究
マンガ画像からキャラクタの顔部分を検出する研究は
現在様々な手法を下に行われている。マンガ描写はその
著者により大きく異なる。同じ作品内のキャラクタでも
デフォルメされてその見た目が異なる場合もあるので、
そのようなキャラクタの描写の変化に柔軟に対応できる
顔検出器の作成が望まれる。過去研究では陳らが幾何学
的変化に強く対応できるHOG(Histograms of Oriented

Gradients)特徴量とAdaBoostを利用したマンガキャラ
クタ検出を提案した [10]。柳沢らは DPM(Deformable

Part Model)、R-CNNでの顔検出や、Faster R-CNN

を用いたキャラクタおよびコマ、フキダシ、文字列の
検出の有効性を示した [11][12]。
本研究では、Faster R-CNNと公開されている 2つ
の 2次元顔検出分類器を用いて、マンガページからキャ
ラクタの顔の位置情報を検出するモデルの作成を作成
した。

3.2 キャラクタ顔部分検出手法
顔部分の検出に使うモデルとして、以下の３つを検
証する。
animeface (Viola-Jones)モデルはOpenCVのViola-

Jones物体検出フレームワークに基づいたカスケード
分類器の一種で、nagadomi氏により作成・提供されて
いる [8]。
animeface (CascadeClassifier)モデルは、シンプルで
高速なアニメ顔検出に適したモジュールである。OpenCV

の CascadeClassifierをベースに開発されており、アニ
メ顔の特徴を学習したカスケード分類器を用いて、画
像からアニメ顔を検出する [9]。
Faster R-CNN (Detectron2)は、画像内の物体を検
出する真相学習モデルの一種で、特にリアルタイムな
物体検出において高い性能を発揮する。Detectron2は、
Facebook AI Researchが開発した、PyTorchベースの
物体検出ライブラリである。

3.3 キャラクタ顔部分検出実験
3種類の検出器について、マンガキャラクタに対す
る検出率を比較する。Manga109 データセットの im-

ages を入力として用いて、出力として得られたキャ
ラクタの顔の位置情報と、annotation に記載された
キャラクタの顔の位置情報を比較し、その重なり具合
(IoU:Intersection over Union)が指定値を超えていたも
のを検出成功例とする。入力の画像例と検出の様子を
以下に示す。なお、表では、animeface(Viola-Jones)を
af-VJ、animeface(CascadeClassifier)を af-CC、Faster
R-CNNを F R-CNNと表す。

図 1: Manga109データセットにおける各検出器の結果
の比較 (左:af-VJ,中央:af-CC,右:F R-CNN)

公開されていた検出器はどちらも Precision は高い
が、Recallが低いという傾向が見られた。これは、検



表 2: 判別精度 (IoU=0.5)

Method Prec. Rec. F-s. AP.

af-VJ 0.9813 0.1502 0.2648 0.1865

af-CC 0.9927 0.3387 0.5051 0.4937

F R-CNN 0.7661 0.8306 0.7971 0.8112

出したものはほぼ全て顔であったが、ページに登場す
るすべての顔のうち検出できた顔の割合が低いという
ことを表している。それに対して Faster R-CNNでは、
RecallとPrecisionの両方で高い値を出している。これ
らの数値は図 1の検出結果の様子からも見てとれる。
af-VJモデルに関しては、ページ内の顔画像を全く
検出できていないことがわかる。af-CCモデルは、真
正面かつパーツのほとんどの部分が描写されている顔
のみ検出しており、横顔やフキダシ等でほとんど隠れ
てしまっている顔の場合は検出できない傾向にある。
F R-CNNモデルについては、真正面の顔だけでなく、
横顔や領域の半分がフキダシで隠れている顔、小さく
描写されている顔まで検出に成功している。
またこのモデルは、顔を検出したとき、その検出結
果がどれくらい正確なのかを「確信度」という指標で
示している。今回は確信度 50％以上のものを使用して
判別精度を算出したが、この指標を調整して性能を評
価することで顔でない部分に誤反応している検出候補
を除外することができる。それによりさらに精度が上
がると考えられる。
キャラクタ顔部分検出実験の結論として、キャラクタ
の顔部分特定は、公開されている分類器よりも Faster

R-CNNの detectron2を用いて学習させた分類器のほ
うが顔検出に適しているということが示された。

4 キャラクタ顔画像からのキャラク
タ判別

この章では、マンガページ内に登場するキャラクタ
顔画像があらかじめ用意できることを前提とし、それ
らの画像からキャラクタを機械的に判別するための手
法について検討する。

4.1 データの整理
Manga109データセットには、顔部分座標とキャラ
クタ識別子が注釈として提供されている。このデータ
を対象に、複数手法でキャラクタ判別を試した。元の
XML注釈の顔部分座標では、キャラクタの頭部（髪型）
が含まれない場合が多い。そこで、本稿ではManga109

の「顔部分」の画像群と、顔部分から上および左右に

拡張した画像も試した。図 2に顔部分画像の抽出方法
を示す。

図 2: 顔部分画像の抽出

Manga109の注釈 XMLに記載されている顔座標の
通りに顔部分を切り出した画像群を A（切り出し A）、
上左右を拡張して顔部分を切り出した画像群を B（切
り出し B）とする。切り出し Bでは、上に 20%、左に
10%、右に 10%のピクセルを増やして切り出した。図
3に Aと Bの切り出し方法を示す。

図 3: 顔画像の切り出し方

Manga109の注釈で抽出できる顔部分画像の解像度
が低い（領域が小さい）キャラクタや、切り取られた
画像が少ないキャラクタは、学習や分類に適していな
い。そこで、顔領域が 10000px以上の画像数が 50以上
であるキャラクタの画像のみに限定した。表 6に、学
習に用いた切り出し画像の数、キャラクタ数、などを
示す。

表 3: 学習データ数
項目 数値
顔画像数 5,348個
キャラクタ数 61人
キャラクタ事の平均画像数 87.67個
作品あたりのキャラクタ数 3.59人

4.2 用いた画像判別器
マンガに登場するキャラクタの顔画像を学習させる
ための CNNアーキテクチャとして、画像認識の分野
で高い性能を発揮する ResNet[6] と DenseNet の 2つ
を用いた。ResNet では、ある層に与えられた信号を、
上位層の出力に追加するスキップ接続により深いネッ



トワークを訓練できるようにしている。DenseNet は
ResNet から開発されており、DenseNet は前の各層か
らの出力すべてが後の層への入力として用いられる。
ResNetには層の数により ResNet34, ResNet50,

ResNet101などの種類がある。本論文では ResNet50の
みを試した。DenseNetも層の数により DenseNet121,

DenseNet169, DenseNet201 などの種類が有る。本論
文では DenseNet121のみを試した。
学習モデル構築のプログラムは Python言語を用い
て作成した。機械学習および画像判別精度の出力部分
は、生成AIの ChatGPT（無料版）が回答したコード
を援用して実装した。ライブラリとして Tensorflowと
Keras を用いている。

4.3 作成した学習モデル
ResNet50 を用いて、切り出し Aと Bの顔画像の分
類を学習させたモデルをそれぞれ R-A, R-B とする。
DenseNet121 を用いたものを、それぞれ D-A, D-Bと
する。これらの学習モデルを表 4に示す。

表 4: 学習モデル
画像群 ResNet DenseNets

切り出し A R-A D-A

切り出し B R-B D-B

4.4 分類精度
表 5に、4つのモデルのRecall, Precision, F1-Score,

Accuracyを示す。

表 5: 分類精度
モデル Recall Precision F1-Score Accuracy

R-A 0.8393 0.8705 0.8462 0.8575

R-B 0.8826 0.8981 0.8864 0.8904

D-A 0.8921 0.9053 0.8951 0.9050

D-B 0.9181 0.9284 0.9205 0.9269

表 5を見ると、ResNet50 と DenseNet121 を比較す
ると、切り出し Aと Bのどちらでも DenseNet121 の
方が精度が良い。次にキャラクタの顔部分の切り出し
方について、座標通りの切り出し方 Aと、上左右に拡
張した切り抜き Bを比較する。ResNet50 を用いたモ
デルと、DenseNet121 を使用したモデルの両方で切り
出し B の方が精度が良い。

4.5 キャラクタ判別の精度に関する考察
ResNet よりも DenseNet の方が精度が良くなる理
由および切り出し A より B の方が精度が良くなる理
由を調べるために、4つのモデルが、キャラクタ顔画像
のどの部分に着目しているのか調べる。そのために各
モデルの attention-heatmap を作成した。
図を見ると、DenseNetは ResNetと比べて全体的に
キャラクタの目に attentionが集まっている。さらに、
拡張して髪の毛部分も含めて切り出した画像群を学習
した D-Bは主に前髪と目を含めた部分に attentionが
集まっている。上左右を拡張したことでキャラクタの
目以外の情報を特徴として取り入れることができたた
め精度が向上したと考えられる。

図 4: 各モデルの attention-heatmap例

キャラクタ判別実験の結論として、キャラクタ判別
の手法としては、DenseNetを使用して髪の毛等を含め
た顔画像を学習させたモデルを使用すると最も精度が
高くなることがわかった。

5 実際のマンガ画像での顔部分認識
とキャラクタ判別

5.1 実際のマンガへの適用
これまでで説明した手法を、注釈などが存在しない
実際のマンガに対して適用できるのかを試した。実際
のマンガとして、福本伸行氏の作品『賭博目次録カイ
ジ』[13]の 1～3巻を使用した。3、4章で述べた実験結
果をもとにした手法を使って顔部分の検出とキャラク
タ分類学習モデルの作成を行い、『賭博目次録カイジ』
に登場するキャラクタを判別できるのか検証した。さ
らに、キャラクタ分類から枠組みを広げたタイトル分
類、二値分類を行うことができるのかを試した。



図 5: キャラクタ分類・タイトル分類・二値分類

5.2 キャラクタ顔部分検出を利用したデータ
セットの作成

『賭博目次録カイジ』に登場するキャラクタの顔部
分について、Faster R-CNNの detectron2を用いて検
出を行った。のちに教師データとして使用するデータ
セットの作成にこの検出を利用するため、顔でない部
分を誤検出したパターンをできるだけ排除したい。し
たがって、推論時に 90％以上の確率で顔であると認識
したもののみを検出するようにした。また、これまで
に実験で用いたデータ形式に合わせるために、検出し
た顔部分に対して縦横それぞれ拡張して切り出し、キャ
ラクタごとに手動で分別した。

図 6: 顔画像の切り出し方

Manga109から作成したデータセットと同じように、
10000px以上のピクセル数を持つ顔画像が 50枚以上存
在するキャラクタのみをこれまでのデータセットに追
加することで、Manga109の 61キャラクタに『賭博目
次録カイジ』の 4キャラクタを加えた新規のデータセッ
トを作成した。

表 6: 新規追加した学習データ数
項目 数値
顔画像数 6,233個
キャラクタ数 65人
キャラクタ事の平均画像数 95.89個
作品あたりのキャラクタ数 3.61人

5.3 実際の漫画のキャラクタ分類
注釈が用意されている Manga109ではなく、detec-

tron2を用いて実際のマンガから切り出した顔画像で
もキャラクタ分類がうまくいくのかを確かめるために
新規のデータセットを使用した。先述した実験と同様
に DenseNetを使用してキャラクタ顔画像分類学習モ
デルを作成し、その精度を確かめた。

表 7: カイジ追加版分類精度
指標 数値
Recall 0.9048

Precision 0.9143

F1-Score 0.9054

Accuracy 0.9245

表を見ると、Manga109のみを使用した場合に比べ
て精度は劣るものの、高い精度でキャラクタ判別が行
えることがわかった。したがって、detectron2を用い
て実際のマンガから切り出した顔画像でもキャラクタ
分類を高精度で行うことができることがわかった。

5.4 キャラクタ断定までの段階設定
注釈がなくてもキャラクタ分類が高精度で行うこと
ができることは検証できたが、作成したモデルだけで
は判別の誤りを 0にすることはできない。しかし、マン
ガページやコマから顔画像を切り出して測定すること
を考えると、同作品のキャラクタを複数与えて元のマ
ンガの情報を抽出することになるため、複数の顔画像
から多数決形式でタイトルを先に推定することでキャ
ラクタを判別する際に選択肢を減らし、間違いを減少
させることができると考えられる。したがって、まず
キャラクタ顔画像から作者判別モデルを用いて作者を
断定し、次に該当する作者専用の二値分類モデルを用
いてタイトルを断定し、最後に該当タイトル専用のキャ
ラクタ分類モデルを用いてキャラクタを断定する段階
方式を考案した。

図 7: キャラクタ特定までの段階



今回はその足がかりとして、作者分類を最終目標と
したタイトル分類モデルと、特定タイトルか否かの二
値分類モデルを作成してその精度を検証した。

5.5 タイトル判別/特定タイトルか否かの二
値判別

キャラクタの顔画像から、抽出したManga109に『賭
博目次録カイジ』を加えた全 18作品のどの作品にその
キャラが登場するかどうかを推測するタイトル判別と、
『賭博目次録カイジ』か否かを推測する二値判別ができ
るかどうか検証した。DenseNetと顔画像は同じものを
用いたが、データセットの構造を変えてタイトルごと
に学習し直したモデル、二値分類として学習し直した
モデルのそれぞれを作成して精度を確かめた。

表 8: タイトル分類精度
モデル Recall Precision F1-Score Accuracy

タイトル分類 0.9531 0.9552 0.9523 0.9731
二値分類 1.0000 0.9994 0.9997 0.9996

表を見ると、タイトル判別はキャラクタ判別よりも
高い精度で行うことができることがわかった。同様に、
キャラクタ別に整理されたデータセットがない新規の
マンガ作品でも、detectron2を用いて顔画像を切り出
したものさえ用意すればタイトル判別をすぐに行うこ
とができると予想される。
また二値分離については、『賭博目次録カイジ』か否
かの判別はほぼ 100％で当たるという高精度で行うこ
とができるとわかった。これは、『賭博目次録カイジ』
が特徴的な絵柄であり他の作品との見分けがつきやす
いことによるものだと考えられる。同様の手法を用い
ることで、精度は劣るものの『賭博目次録カイジ』に
限らず他の作品でも特定タイトルか否かを判別できる
ことが期待できる。

6 おわりに
本論文では、マンガページからの顔部分検出とマン
ガに登場するキャラクタの顔部分画像からのキャラク
タの判別を試みた。Manga109データセットに含まれ
るキャラクタの顔画像を機械学習させて、判別した。
ResNet, DenseNetを用いた場合の精度はDenseNetの
方が高かった。また、拡張画像を使用した場合の方が
精度が高くなることも確認できた。以上の手法を用い
て、Manga109に含まれない実際の作品でも高い精度
でキャラクタ判別できることがわかった。さらに、タ
イトル判別や特定タイトルか否かの判別も同様の手法
で高精度で行うことができるとわかった。
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